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わが
を
語
る

市
は
じ
め
に

　

平
成
29
年
７
月
下
旬
、
大
仙
市
は
こ

れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
豪
雨
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
大
量
の
雨
は
瞬
く

間
に
河
川
を
氾
濫
さ
せ
、
家
屋
の
浸

水
、
田
畑
の
冠
水
、
道
路
の
損
壊
な
ど

大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。
改
め
て

自
然
の
脅
威
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
災
害

で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
災
害
に
際
し
、

全
国
か
ら
多
く
の
お
見
舞
い
と
励
ま
し

の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を

お
借
り
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
皆
さ
ま
の
応
援
を
力
に
変
え
て
一

日
も
早
い
完
全
復
旧
を
目
指
し
て
ま
い

り
ま
す
。

市
の
概
要　

�

〜�

地
域
資
源
に
恵
ま
れ
た
田
園

交
流
都
市
〜

　

本
市
は
、
秋
田
県
内
陸
南
部
に
位
置

し
、
秋
田
新
幹
線
や
秋
田
自
動
車
道
な

ど
の
高
速
交
通
体
系
が
整
備
さ
れ
た
交

通
の
要
衝
で
あ
り
、
四
季
折
々
に
美
し

い
表
情
を
見
せ
る
自
然
豊
か
な
田
園
都

市
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
日
本
最
高
峰
の
花
火
大
会
の

一
つ
全
国
花
火
競
技
大
会「
大
曲
の
花

火
」や
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「
刈
和
野
の
大
綱
引
き
」
な
ど
の
伝
統

行
事
、
国
指
定
史
跡「
払ほ
っ
た
の
さ
く
あ
と

田
柵
跡
」
や

国
指
定
名
勝「
旧
池
田
氏
庭
園
」、
国
宝

「
線せ
ん

刻こ
く

千せ
ん

手じ
ゅ

観
音
等
鏡
像
」
な
ど
の
史

跡
・
文
化
財
、
優
れ
た
農
産
物
、
味
わ
い

豊
か
な
地
酒
、
特
色
あ
る
温
泉
な
ど
多

く
の
地
域
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

毎
月
花
火
が�

打
ち
上
が
る
ま
ち
大
仙

　

本
市
は
毎
月
花
火
が
打
ち
上
が
る

「
花
火
の
ま
ち
」で
す
。
一
晩
で
70
万
人

の
集
客
を
誇
り
、
日
本
屈
指
の
技
術
と

伝
統
を
持
つ
夏
の「
大
曲
の
花
火
」
の

ほ
か
、
新
年
の
幕
開
け
を
飾
る
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
花
火
、
若
手
花
火
師
が
新
作

花
火
を
披
露
す
る「
新
作
花
火
コ
レ
ク

シ
ョ
ン　

大
曲
の
花
火
―
冬
の
章
―
」、

桜
と
花
火
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
楽

し
め
る「
余
目
さ
く
ら
花
火
観
賞
会
」、

世
界
の
花
火
と
日
本
の
花
火
が
競
演
す

る「
大
曲
の
花
火
―
春
の
章
―
」、
地
酒

と
と
も
に
花
火
を
楽
し
む「
楢
岡
さ
な

ぶ
り
酒
花
火
」、
劇
場
型
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
花
火「
大
曲
の
花
火
―
秋
の

章
―
」
な
ど
、
市
内
各
地
で
花
火
大
会

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
市

で
は
、
結
婚
式
や
記
念
行
事
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
場
面
で
も
花
火
が
打
ち
上
げ
ら

れ
て
お
り
、
伝
統
文
化
・
芸
術
と
し
て

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
広
く
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

本
市
で
は
こ
の「
花
火
」
を
核
に
地

方
創
生
の
一
環
と
し
て
地
域
の
活
性
化

を
目
指
す「
花
火
産
業
構
想
」
を
進
め

て
い
ま
す
。
平
成
29
年
に
は
こ
の
構
想

に
基
づ
い
た
新
た
な
花
火
工
場
の
操
業

開
始
や「
国
際
花
火
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

の
開
催
な
ど
が
実
現
し
、
本
年
も
施
策

の
目
玉
の
一
つ「
花
火
伝
統
文
化
継
承

資
料
館“
は
な
び
・
ア
ム
”」が
８
月
に

オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。
４
Ｋ
４
面
花

火
シ
ア
タ
ー
や
貴
重
な
花
火
資
料
の
展

示
ブ
ー
ス
の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
、

日
本
の
花
火
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
広

く
国
内
外
に
発
信
し
た
い
と
思
っ
て
い

『�
人
が
活
き�

人
が
集
う��

夢
の
あ
る�

田
園
交
流
都
市
だ
い
せ
ん
』

大だ
い
せ
ん仙
市（
秋
田
県
）�

 

大
仙
市
長
　
老お

い
ま
つ松

博ひ
ろ
ゆ
き行

1

毎年８月最終土曜日開催の全国花火競技大会「大曲の花火」
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ま
す
。
毎
月
打
ち
上
が
る
花
火
と
と
も

に
、
多
く
の
皆
さ
ま
か
ら
親
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
に
根
ざ
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育　

�
〜「
大
仙
ふ
る
さ
と
博
士
育
成
」事
業
〜

　

本
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
地

域
へ
飛
び
出
し
、地
域
の“
ひ
と
・
も
の
・

こ
と
”に
か
か
わ
る
機
会
を
通
し
て
ふ

る
さ
と
へ
の
愛
着
心
を
高
め
、
ふ
る
さ

と
の
未
来
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
狙
い
と
し
た「
大
仙
ふ
る
さ
と
博

士
育
成
」事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

小
学
３
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

の
児
童
生
徒
を
対
象
に
、
市
内
企
業
の

見
学
や
地
域
行
事
な
ど
に
参
加
し
た
場

合
、
そ
の
参
画
度
合
い
に
よ
っ
て
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
す
る
仕
組
み
で
、
10
ポ
イ

ン
ト
で
初
級
、
30
ポ
イ
ン
ト
で
中
級
、

60
ポ
イ
ン
ト
で
上
級
、
１
０
０
ポ
イ
ン

ト
で
名
誉
博
士
に
認
定
さ
れ
ま
す
。
平

成
28
年
７
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
取
り
組

み
で
す
が
、
平
成
30
年
３
月
現
在
で
、

初
級
２
３
８
６
名
、
中
級
３
６
３
名
、

上
級
10
名
、
名
誉
博
士
３
名
の
ふ
る
さ

と
博
士
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　
「
未
来
の
創
り
手
」
と
な
る
子
ど
も

た
ち
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
は
、
学
校
や

家
庭
だ
け
で
な
く
、
地
域
や
企
業
と
共

に
社
会
全
体
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し

た
教
育
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
ふ

る
さ
と
で
活
躍
す
る“
人
財
”
に
大
き

く
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
い
、
今
後

も
こ
う
し
た「
地
域
に
根
ざ
し
た
キ
ャ

リ
ア
教
育
」の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

結
び
に

　

日
本
全
体
が
人
口
減
少
局
面
を
迎

え
、
自
治
体
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
地

域
活
力
の
源
泉
と
な
る
産
業
の
育
成
・

振
興
、
都
市
と
し
て
の
個
性
や
魅
力
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
う
し

た
喫
緊
の
課
題
を
し
っ
か
り
と
受
け
止

め
、
先
人
か
ら
託
さ
れ
た
貴
重
な
遺
産

や
自
然
の
恵
み
を
次
世
代
へ
継
承
し
な

が
ら
、
持
続
可
能
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
の
創
造
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
皆
さ
ま
が
大
仙
市

に
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、大
仙
市
に「
生

ま
れ
て
良
か
っ
た
」「
住
み
続
け
て
良

か
っ
た
」「
訪
れ
て
良
か
っ
た
」と
実
感

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
そ
し
て
、
本

市
の
み
な
ら
ず
、
秋
田
県
、
東
北
、
日
本

全
体
に
元
気
を
お
届
け
す
る「
大
輪
の

花
火
」の
よ
う
な
活
力
溢
れ
る
ま
ち
に

な
れ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
引

き
続
き
、
皆
さ
ま
か
ら
の
温
か
い
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全県５００歳野球大会〜親父たちの甲子園〜　約４０００人の選手に
よる入場行進

◆�

面
積　
　

８
６
６
・
77
㎢

◆�

人
口　
　

８
万
２
９
１
０
人

◆�

世
帯
数　

３
万
１
３
５
５
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
人
が
活
き　

人
が
集
う　

夢
の
あ
る　

田
園
交
流
都
市　

〜
こ
こ
ろ
を

つ
な
ぎ 

希
望
に
み
ち
た
未
来
の
創
造
へ
〜

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
東
に
奥
羽
山
脈
、
西
に
出

羽
丘
陵
、
そ
の
間
を
南
か
ら
北
に
流
れ
る
雄

物
川
と
東
か
ら
西
に
流
れ
る
玉
川
を
軸
と
し

て
仙
北
平
野
が
広
が
る
肥
沃
な
穀
倉
地
帯

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
３
月
22
日
に
大

曲
市
、
神
岡
町
、
西
仙
北
町
、
中
仙
町
、
協

和
町
、
南
外
村
、
仙
北
町
、
太
田
町
が
合
併

〔
特
産
品
〕
あ
き
た
こ
ま
ち
米
、地
酒
（
刈
穂
、

出
羽
鶴
、
秀
よ
し
、
福
乃
友
、
金
紋
秋
田
、

千
代
緑
）、い
ぶ
り
が
っ
こ
、枝
豆
、杜
仲
豚
、

焼
き
岩
魚
寿
し

〔
観
光
〕
旧
池
田
氏
庭
園
、
真
木
真
昼
県
立

自
然
公
園
、
ま
ほ
ろ
ば
唐
松
「
能
楽
殿
」、

払
田
柵
跡

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
全
国
花
火
競
技
大
会
「
大
曲

の
花
火
」、大
曲
の
花
火
〜
春
の
章
・
秋
の
章
・

冬
の
章
〜
、
刈
和
野
の
大
綱
引
き
、
川
を
渡

る
ぼ
ん
で
ん
、
ド
ン
パ
ン
祭
り
、
全
国
５
０
０

歳
野
球
大
会
、
全
県
５
０
０
歳
野
球
大
会
、

太
田
の
火
ま
つ
り
、
彩
夏
せ
ん
ぼ
く
、
秋
田

お
ば
こ
節
全
国
大
会
、
秋
田
飴
売
り
節
全
国

大
会
、
秋
田
お
は
ら
節
全
国
大
会
、
南
外
小

唄
ま
つ
り
、
定
期
能
公
演

大仙市長

老松博行

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

秋田市

大仙市
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わが
を
語
る

市
歴
史
と
文
化
を
礎
に�

新
た
な
時
代
へ

　

古
河
市
は
茨
城
県
の
西
端
、
埼
玉
、

栃
木
、
群
馬
と
の
県
境
に
あ
り
、
関
東

地
方
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
都
心
か
ら
は
50
〜
60
㎞
圏
に
あ
り

ま
す
。

　
「
万
葉
集
」
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
る

な
ど
歴
史
は
古
く
、
室
町
時
代
の
一
時

期
に
は
古
河
公
方
が
置
か
れ
、
関
東
の

政
治
の
中
心
地
で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
江
戸
時
代
に
は
古
河
藩
の
城
下
町

と
し
て
、
さ
ら
に
日
光
街
道
の
宿
場
町

と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
明
治
・

大
正
期
は
製
糸
業
で
栄
え
、
戦
後
は
Ｊ

Ｒ
線
の
電
化
や
広
域
道
路
網
の
整
備
が

図
ら
れ
、
都
心
方
面
へ
の
ア
ク
セ
ス
向

上
に
よ
っ
て
首
都
近
郊
の
都
市
と
し
て

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
９
月
に
商
業
・
工
業
・
農
業

に
そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
持
っ
た
１
市
２
町

が
合
併
し
て
古
河
市
と
し
て
再
ス
タ
ー

ト
、
現
在
、
市
町
合
併
12
年
の
成
果
を

土
台
に
、
本
市
が
有
し
て
い
る
立
地
特

性
や
地
域
資
源
を
生
か
し
な
が
ら
、
未

来
を
見
据
え
た
都ま

ち市
づ
く
り
を
進
め
て

い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
課
題

　

本
市
の
人
口（
国
勢
調
査
）
は
、
平

成
12
年
の
約
14
万
６
０
０
０
人
を
ピ
ー

ク
に
減
少
局
面
に
突
入
し
、
直
近
の
平

成
27
年
は
約
14
万
１
０
０
０
人
で
し

た
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
に
よ
る
将
来
人
口
の
推
計
で
は
、
こ

の
ま
ま
何
も
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、

平
成
72
年
に
は
約
８
万
１
０
０
０
人
に

な
る
も
の
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
言

う
ま
で
も
な
く
、
人
口
減
少
の
最
大
の

要
因
は
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
で
す
。

　

人
口
減
少
の
影
響
は
、
市
税
の
減
少

を
は
じ
め
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維

持
困
難
、
住
民
負
担
の
増
加
、
地
域
経

済
の
活
力
低
下
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

機
能
の
低
下
、
伝
統
文
化
の
継
承
困
難

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
都

市
の
存
続
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
最
大
の

問
題
点
は
、
労
働
力
の
中
核
を
な
す
15

歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
生
産
年
齢
人
口
が

減
少
す
る
こ
と
に
あ
り
、
都
市
の
活
力

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

そ
こ
で
本
市
で
は
、
確
実
に
進
行
す

る
人
口
減
少
の
中
で
、
生
産
年
齢
人
口

の
急
激
な
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
て
い

く
政
策
の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
て
い

ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
方
針

　

人
口
減
少
は“
静
か
な
る
危
機
”
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
日
々
の
生
活
で
は
実

感
し
づ
ら
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
本

市
で
は
、
こ
う
し
た
危
機
感
に
立
っ
て

長
期
的
な
視
点
か
ら
、
人
口
流
出
の
抑

制
や
流
入
の
促
進
、
人
口
構
造
の
転
換

に
向
け
た「
積
極
戦
略
」、
並
び
に
人
口

減
少
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

「
調
整
戦
略
」
を
同
時
に
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
で
、
人
口
減
少
の
中
で
も

極
力
、
都
市
の
活
力
維
持
や
地
域
経
済

の
活
性
化
に
取
り
組
み
、
都ま

ち市
の
輝
き

を
維
持
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

未
来
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

　

本
市
で
は
、
こ
の
対
応
と
し
て
、
次

『
華
の
あ
る
都ま

ち市
古
河
』

市
民
と
共
に
未
来
に
誇
れ
る
ま
ち
づ
く
り

古こ

が河
市（
茨
城
県
）�

 

古
河
市
長
　
針は

り

や谷
　
力ち

か
ら

2
歴史の趣を残す町並み
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の
３
つ
の
施
策
を
戦
略
的
に
進
め
て
い

き
ま
す
。

安
定
し
た
雇
用
の
創
出

　

元
気
を
生
み
出
す
産
業
の
振
興
を
通

じ
て
、
雇
用
の
創
出
や
拡
大
を
目
指
し

ま
す
。
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
の

開
通
効
果
や
日
野
自
動
車
古
河
工
場
の

立
地
効
果
、
地
域
資
源
の
発
掘
と
有
効

活
用
、
交
流
人
口
の
増
加
を「
戦
略
視

点
」
と
し
て
、
新
た
な
企
業
誘
致
、
古

河
ブ
ラ
ン
ド
の
発
掘
と
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
強
化
、
体
験
・
参
加
型
の
観
光

ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
推
進
に
取
り
組
み

ま
す
。

若
い
世
代
の
定
住
促
進

　

若
い
世
代
は
都
市
の
活
力
そ
の
も
の

で
あ
り
、
市
に
呼
び
込
み
、
つ
な
ぎ
と

め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
子
育

て
の
安
心
安

全
、
確
か
な
学

力
と
体
験
の
中

で
豊
か
な
感
性

を
は
ぐ
く
む
教

育
、
郷
土
愛
の

醸
成
を「
戦
略

視
点
」と
し
て
、

切
れ
目
の
な
い

子
育
て
支
援
、

小
児
科
・
産
婦

人
科
医
療
体
制
の
充
実
、
子
育
て
世
帯

へ
の
経
済
的
支
援
、
特
色
あ
る
学
校
教

育
、
古
河
っ
子
の
育
成
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。

ま
ち
の
安
心
安
全

　

そ
も
そ
も
住
む
場
所
が
安
全
な
所
で

な
く
て
は
、
移
住
・
定
住
も
期
待
で
き

ま
せ
ん
。
本
市
は
利
根
川
、
渡
良
瀬
川

と
い
う
大
河
川
に
面
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
過
去
に
は
水
害
に
見
舞
わ
れ
て
き

た
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

水
害
へ
の
対
策
強
化
、
地
域
防
災
力

の
向
上
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
機
能

維
持
、消
防
力
の
強
化
を「
戦
略
視
点
」

と
し
て
、
水
防
計
画
に
よ
る
活
動
、
防

災
啓
発
や
避
難
計
画
の
周
知
、
自
主
防

災
組
織
の
育
成
、
密
集
市
街
地
へ
の

消
防
施
設
の
設
置
、
消
防
活
動
を
助
け

る
生
活
道
路
の
整
備
等
に
取
り
組
み

ま
す
。

お
わ
り
に

　

上
記
で
述
べ
た
３
つ
の
戦
略
的
施
策

の
み
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
が
達
成

で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
若
い

世
代
の
移
住
・
定
住
を
促
進
し
て
い
く

と
い
う
点
で
は
、
都
市
の
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
性
を
高
め
て
い
く
取
り
組
み

も
大
変
重
要
と
考
え
ま
す
。
さ
ら
に
言

え
ば
、
今
住
ん
で
い
る
人
々
が
住
み
続

け
た
い
と
い
う
都ま

ち市
で
な
け
れ
ば
、
そ

の
移
住
・
定
住
も
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
古
河
市
と

い
う
都
市
の
魅
力
そ
の
も
の
を
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
さ
せ
て
い
く
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
と
共
に
未
来
に
誇

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
基
本
姿
勢
と
し

て
、
都
市
の
未
来
像“
華
の
あ
る
都ま

ち市

古
河
”
の
実
現
に
向
け
、
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

日本一の花桃の里「古河公方公園（古河総合公園）」

北西部に広がる渡良瀬遊水地（ラムサール条約登録湿地）

◆�

面
積　
　

１
２
３
・
58
㎢

◆�

人
口　
　

14
万
４
４
６
６
人

◆�

世
帯
数　

６
万
９
０
８
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕『
華
の
あ
る
都ま

ち市
古
河
』

〜
は
な
が
好
き
、
ひ
と
が
好
き
、
古
河
が
大

好
き
〜

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
関
東
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
生
活
・
生
産
・
流
通
の
場
に
恵
ま

れ
た
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
17
年
9
月
12
日
、
古

河
市
、
総
和
町
、
三
和
町
が
対
等
合
併

〔
特
産
品
〕
茨
城
県
銘
柄
産
地
に
指
定
さ
れ

て
い
る
バ
ラ
、
に
ん
じ
ん
、
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
、

ニ
ガ
ウ
リ

〔
観
光
〕
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク
、
古
河
公
方
公

園
（
古
河
総
合
公
園
）、
古
河
市
三
和
ふ
る

さ
と
の
森
、
古
河
歴
史
博
物
館
、
古
河
文
学

館
、
篆
刻
美
術
館

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
古
河
桃
ま
つ
り
、
古
河
花
火

大
会
、
夢
あ
ん
ど
ん
と
夕
涼
み
、
古
河
関
東

ド
・
マ
ン
ナ
カ
祭
り
、
古
河
菊
ま
つ
り
、
古

河
提
灯
も
み
ま
つ
り

古河市長

針谷　力

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

水戸市

古河市
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わが
を
語
る

市
せ
と
も
の
の
ま
ち
と
し
て
発
展

　
「
せ
と
も
の
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く

聞
か
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、「
せ
と
も

の
の
ま
ち
瀬
戸
市
」が
ど
こ
に
あ
る
か

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
よ
く「
瀬
戸
内

海
に
あ
る
」
と
誤
解
さ
れ
ま
す
が
、
わ

が
ま
ち「
瀬
戸
市
」
は
、
愛
知
県
名
古

屋
市
の
北
東
約
20
㎞
に
あ
り
ま
す
。

　
「
せ
と
も
の（
瀬
戸
物
）
」と
い
う
言

葉
は
、
や
き
も
の
の
代
名
詞
で
、
本
市

は
、
良
質
で
豊
富
な
陶
土
に
恵
ま
れ
て

発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
長
年
受
け
継
が
れ
て
き
た

や
き
も
の
づ
く
り
の
卓
越
し
た
技
が
、

多
種
多
様
な
や
き
も
の
づ
く
り
に
つ
な

が
り
、
陶
器
と
磁
器
が
共
存
す
る
稀け

う有

な
産
地
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
ノ
ベ
ル

テ
ィ
（
置
物
・
装
飾
品
）、
フ
ァ
イ
ン
セ

ラ
ミ
ッ
ク
ス
な
ど
も
生
産
さ
れ
、
今
も

な
お
新
し
い
モ
ノ
づ
く
り
が
続
け
ら
れ

て
い
る
ま
ち
で
す
。

住
み
た
い
ま
ち
に
向
け
て

　

本
市
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら「
第

６
次
瀬
戸
市
総
合
計
画
」に
基
づ
く
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
や
き
も
の
の
歴
史
、
文
化
が
あ
る

こ
と
に
加
え
、
多
く
の
人
や
企
業
に

と
っ
て
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た
い
、

活
動
し
た
い
・
活
動
を
続
け
た
い
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
ま
ち
と
な
る
こ
と

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

総
合
計
画
で
、
経
済
活
動
の
活
性
化
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
、
地
域

の
支
え
合
い
の
強
化
の
視
点
か
ら
の
都

市
像
を
設
定
し
て「
住
み
た
い
ま
ち
」

と
な
る
よ
う
取
り
組
み
を
始
め
て
お
り

ま
す
。

誇
れ
る
ま
ち
に
向
け
て

　

本
市
で
は
、
市
の

持
つ
特
色
や
魅
力
を

再
確
認
し
、
市
民
の

誇
り
を
醸
成
し
て
い

こ
う
と「
せ
と
ま
ち

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」

と
銘
打
っ
て
、
市
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
平
成
29
年

は
追
い
風
と
な
る
大
き
な
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
。

　

１
つ
目
は
、
六
古
窯
の
ま
ち
の
１
つ

と
し
て「
日
本
遺
産
」
に
認
定
登
録
さ

れ
た
こ
と
で
す
。
日
本
遺
産
と
は
、
地

域
の
歴
史
的
魅
力
や
特
色
を
通
じ
て
わ

が
国
の
文
化
・
伝
統
を
語
る「
ス
ト
ー

リ
ー
」を
文
化
庁
が
認
定
す
る
も
の
で

す
。
六
古
窯
と
は
、
日
本
の
中
世
期
に

陶
磁
器
生
産
を
開
始
し
、
現
在
ま
で

脈
々
と
や
き
も
の
づ
く
り
が
続
く
陶
器

産
地
と
い
う
基
準
で
選
ば
れ
た
６
カ
所

の
窯
業
地
で
あ
り
、
本
市
を
含
め
、
常

滑
・
信
楽
・
丹
波
・
備
前
・
越
前
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
六
古
窯
の
産
地
が
提
唱
す
る

「
き
っ
と
恋
す
る
六
古
窯
―
日
本
生
ま

住
み
た
い
ま
ち�

誇
れ
る
ま
ち　

新
し
い
せ
と

瀬せ

と戸
市（
愛
知
県
）�

 

瀬
戸
市
長
　
伊い

と

う藤
保や

す
の
り德

3
窯道具を積み上げて作った、約400mに及ぶ「窯垣の小径」

瀬戸市在住の棋士 藤井聡太さん
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れ
の
日
本
育
ち
の
や
き
も
の
産
地
―
」

の
ス
ト
ー
リ
ー
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
本
市
で
は
改
め
て「
せ
と

も
の
」の
歴
史
や
文
化
を
ま
ち
の
魅
力

と
し
て「
文
化
の
物
語
」
を
観
光
施
策

の
中
心
に
据
え
て
、
新
し
い
視
点
で
の

Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　

２
つ
目
は
、
平
成
29
年
、
本
市
在
住

の
棋
士
藤
井
聡
太
さ
ん
が
公
式
戦
29
連

勝
を
達
成
し
、
歴
代
新
記
録
を
樹
立
し

た
こ
と
で
す
。
そ
の
後
も
勝
利
を
重

ね
、
本
年
２
月
に
は
、
第
11
回
朝
日
杯

将
棋
オ
ー
プ
ン
戦
で
優
勝
し
、
さ
ら
に

３
月
に
は
、
平
成
29
年
度
の「
対
局
数
」

「
勝
数
」「
勝
率
」「
連
勝
」の
４
部
門
に

お
け
る
１
位
を
独
占
し
、「
記
録
４
冠
」

の
最
年
少
記
録
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

対
局
が
あ
る
た
び
に
、
新
聞
や
テ
レ

ビ
で「
愛
知
県
瀬
戸
市
の
棋
士
」
と
し

て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
全
市
を
挙
げ
て

活
躍
を
応
援
し
て
お
り
ま
す
。

新
し
い
せ
と
に
向
け
て

　
「
新
し
い
せ
と
」
づ
く
り
へ
の
１
つ

目
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
市
全
域
に

お
け
る
小
中
一
貫
教
育
の
導
入
と
モ
デ

ル
地
区
に
お
け
る
小
中
一
貫
校
の
整

備
」を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
で
は
、
未
来
を
担
う

次
世
代
の
た
め
の
教
育
環
境
を
整
え
る

た
め
、
今
後
、
市
全
域
に
お
い
て
、
小

中
一
貫
教
育
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
小
中
学
校
の
９
年
間

を
見
通
し
た
教
育
目
標
や
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
編
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
や
地

域
の
特
色
な
ど
を
生
か
し
た
教
育
活
動

を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
モ
デ
ル
地
区
に
お
い
て
は
、

教
育
環
境
の
向
上
と
児
童
生
徒
数
の
減

少
に
よ
る
課
題
解
決
な
ど
に
向
け
、
都

市
公
園
の
敷
地
を
活
用
し
な
が
ら
７
つ

の
小
中
学
校（
中
学
校
２
校
・
小
学
校

５
校
）
を
統
合
し
、
平
成
32
年
４
月
の

小
中
一
貫
校
の
開
校
に
向
け
、
整
備
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
小
中
一
貫
校
の
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
は「
出
会
い
と
協
働
に
よ
る
新
た
な

学
び
合
い
の
創
造
―
地
域
と
と
も
に
歩

む
未
来
の
学
び
舎
―
」で
す
。

　

２
つ
目
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」の
さ
ら
な
る
進
展

を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
、
人
口
や
税
収
が
減
少
し
て
い

く
中
で
、
持
続
可
能
な
都
市
と
し
て
あ

り
続
け
る
た
め
に
は
、
市
民
の
協
力
・

支
え
合
い
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
市
民

と
市
役
所
職
員
が
課
題
を
共
有
し
連
携

し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
最
大
限

に
生
か
し
、
同
じ
目
的
に
向
か
っ
て
協

働
す
る
こ
と
に
よ
り「
住
み
た
い
ま
ち　

誇
れ
る
ま
ち
」を
つ
く
り
あ
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

平成32年開校予定の小中一貫校イメージパース

◆�

面
積　
　

１
１
１
・
40
㎢

◆�

人
口　
　

13
万
47
人

◆�

世
帯
数　

５
万
５
２
７
７
世
帯

〔
将
来
像
〕「
住
み
た
い
ま
ち　

誇
れ
る
ま
ち　

新
し
い
せ
と
」

〔
都
市
像
〕「
活
力
あ
る
地
域
経
済
と
豊
か
な

暮
ら
し
が
実
感
で
き
る
ま
ち
」		

「
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
子
供
が
健
や

か
に
育
つ
ま
ち
」	

	

「
地
域
に
住
ま
う
市
民
が
自
立
し
支
え
合
い
、

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
」

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
１
０
０
０
年
以
上
の
歴
史

を
誇
る 

せ
と
も
の
の
ま
ち 

陶
都
・
瀬
戸

〔
特
産
品
〕
陶
器
、
磁
器
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
、

セ
ト
ノ
ベ
ル
テ
ィ

〔
観
光
〕
定
光
寺
公
園
、
岩
屋
堂
公
園
、
窯

垣
の
小
径

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
せ
と
陶
祖
ま
つ
り
（
４
月
）、

せ
と
も
の
祭
（
９
月
）、
来
る
福
招
き
猫
ま

つ
り
（
９
月
）

瀬戸市長

伊藤保德

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は平成30年3月1日現在の「住民基本台帳」による。

名古屋市

瀬戸市
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わが
を
語
る

市
筑
豊
炭
田
の
繁
栄
と
遠
賀
川

　

直
方
市
は
、
福
岡
県
の
北
部
に
位
置

す
る
人
口
５
万
７
０
０
０
人
余
り
の

ハ
ー
ト
型
を
し
た
街
で
あ
り
、
か
つ

て
、
筑
豊
炭
田
が
繁
栄
し
、
日
本
の
近

代
化
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
を
牽け
ん
い
ん引

し
て

い
た
時
代
に
は
、
そ
の
物
流
の
中
心
と

な
っ
た
都
市
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
街
で
は
、
筑
豊
地
域
を
南
北
に

流
れ
る
２
つ
の
大
き
な
河
川
が
合
流

し
、
遠
賀
川
と
な
っ
て
河
口
に
流
れ
、

響ひ
び
き
な
だ
灘
の
海
洋
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
遠

賀
川
の
流
域
に
は
、
縄
文
・
弥
生
時
代

か
ら
人
が
定
住
し
、
多
く
の
恵
み
を
も

た
ら
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
近
代

に
な
っ
て
、
こ
の
川
は
、
筑
豊
炭
田
の

繁
栄
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。
直
方
市
史

で
は
、
こ
の
川
の
果
た
し
た
役
割
を
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
ま
す
。「
も
し
、
遠

賀
川
の
水
運
が
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
筑

豊
炭
田
の
開
発
と
発
展
は
か
な
り
遅
れ

た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
推
察
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
か
つ
て
炭
鉱
の
全

盛
時
代
の
筑
豊
の
地
図
を
一
見
す
れ
ば

明
ら
か
な
よ
う
に
、
筑
豊
の
炭
山
は
、

遠
賀
川
水
系
の
本
支
流
の
流
域
に
く
ま

な
く
分
布
し
て
い
る
。
遠
賀
川
を
大
樹

に
た
と
え
れ
ば
、
炭
鉱
は
、
幹
を
は
じ

め
枝
も
た
わ
む
ほ
ど
に
実
っ
た
果
実
と

い
え
る
。」（
直
方
市
史
・
補
巻
・
石
炭
鉱

業
編
３
０
８
ペ
ー
ジ
）。

遠
賀
川
水
辺
館
を
拠
点
と
し
た

直
方
川
づ
く
り
交
流
会

　

現
在
、
幹
も
枝
も
た
わ
む
ほ
ど
の
果

実
は
失
わ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
遠
賀

川
の
大
樹
は
、
か
つ
て
の
炭
鉱
と
は
違

う
果
実
を
は
ぐ
く
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
遠
賀
川
を
舞
台
に
し
た
川
づ
く
り

と
人
づ
く
り
と
ま
ち
づ
く
り
で
す
。
こ

の
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
の
が

「
直
方
川
づ
く
り
交
流
会
」で
す
。
こ
の

会
は
、
平
成
８
年
に
発
足
し
、「
川
づ
く

り
は
人
づ
く
り
、
人
づ
く
り
は
ま
ち
づ

く
り
」を
テ
ー
マ
に
定
例
会
を
積
み
重

ね
、
市
民
と
行
政
が
一
緒
に
考
え
な
が

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
折
し
も
、
平
成

９
年
に
河
川
法
が
改
正
さ
れ
て
河
川
法

の
目
的
で
あ
る「
治
水
」「
利
水
」に「
環

境
」
が
加
え
ら
れ
、
川
づ
く
り
に
住
民

の
声
を
反
映
す
る
動
き
が
加
速
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
16
年
に
は
、
国

土
交
通
省
に
よ
っ
て
同
省
遠
賀
川
河
川

事
務
所
の
隣
接
地
に「
遠
賀
川
水
辺
館
」

が
建
設
さ
れ
て
会
議
室
や
多
目
的
ホ
ー

ル
が
整
備
さ
れ
、
こ
れ
と
相
前
後
し
て

平
成
15
年
に「
特
定
非
営
利
活
動
法
人

直
方
川
づ
く
り
の
会
」
が
設
立
さ
れ
、

以
後
、
遠
賀
川
水
辺
館
を
拠
点
施
設
と

し
て
体
験
学
習
や
定
例
会
や
講
演
会
な

ど
が
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
会
の

活
動
が
よ
り
積
極
的
に
展
開
さ
れ
て
い

き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
会
の
活
動
の
重
要
な
テ
ー

マ
で
あ
る
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
育

成
に
対
す
る
取
り
組
み
も
活
発
化
し
て

い
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
平
成
11
年
か
ら

小
学
生
を
対
象
と
し
た
リ
バ
ー
チ
ャ
レ

川
と
人
と
ま
ち
の
未
来

直の
お
が
た方
市（
福
岡
県
）�

 

直
方
市
長
　
壬み

ぶ生
隆た

か
あ
き明

4

市の中心を流れる遠賀川と川東に望む福智山

川づくり交流会の活動拠点施設「遠賀川水辺館」
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ン
ジ
ス
ク
ー
ル
が
開
始
さ
れ
、
平
成
16

年
に
は
学
校
の
垣
根
を
越
え
た
中
高
生

に
よ
る
水
や
自
然
に
関
す
る
情
報
交
換

サ
ー
ク
ル
Ｙ
Ｎ
Ｈ
Ｃ（Y

outh N
atural 

H
istory Club

・
青
少
年
博
物
学
会
）が

発
足
し
て
活
動
を
開
始
し
、
平
成
17
年

に
は
小
学
生
の
活
動
母
体
と
な
る
め
だ

か
の
学
校
が
発
足
し
て
活
動
を
開
始

し
、
平
成
19
年
に
は
大
学
生
ら
の
災
害

時
の
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
で

あ
る
Ｊ
Ｏ
Ｃ（Joint O

f College

）
が

発
足
し
て
活
動
を
開
始
し
、
平
成
20
年

に
は
６
歳
未
満
の
子
ど
も
た
ち
と
保
護

者
を
対
象
と
し
た
自
然
体
験
活
動
キ
ッ

ズ
Ｌ
Ｎ
Ｃ（Little N

ature Club

）
が

発
足
し
て
活
動
を
開
始
し
、
平
成
22
年

に
は
大
学
生
の
河
川
・
環
境
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
あ
る
Ｓ
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｐ
が
発
足
し

て
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
活
動
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
は
、

遠
賀
川
や
水
の
あ
り
方
や
環
境
に
つ
い

て
学
ん
で
い
ま
す
。

次
世
代
を
は
ぐ
く
む
遠
賀
川

　

こ
の
よ
う
に
次
世
代
の
子
ど
も
た
ち

に
対
す
る
多
様
な
取
り
組
み
の
中
で
、

と
り
わ
け
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
世
界

水
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
子
ど
も
た
ち
の
参

加
で
あ
り
ま
す
。
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
深
刻
化
す
る
世
界
の
水
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
市
民
、
行
政
、
学
識
者

が
集
ま
り
、
３
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る

水
分
野
の
世
界
最
大
の
国
際
会
議
で
あ

り
、
平
成
９
年
に
第
１
回
大
会
が
モ

ロ
ッ
コ（
マ
ラ
ム
シ
ュ
）で
開
催
さ
れ
、

以
後
第
２
回
オ
ラ
ン
ダ（
平
成
12
年
・

ハ
ー
グ
）、
第
３
回
日
本（
平
成
15
年
・

京
都
）、
第
４
回
メ
キ
シ
コ（
平
成
18

年
・
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
）、
第
５
回
ト
ル

コ（
平
成
21
年
・
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
）、

第
６
回
フ
ラ
ン
ス（
平
成
24
年
・
マ
ル

セ
イ
ユ
）、
第
７
回
韓
国（
平
成
27
年
・

テ
グ
）
で
開
催
さ
れ
、
今
年（
平
成
30

年
）
の
第
８
回
は
ブ
ラ
ジ
ル（
ブ
ラ
ジ

リ
ア
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
世
界
子
ど

も
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
世
界
水
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
分
科
会
の
１
つ
で
あ
り
、
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
世
界
的
な
水

危
機
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
も
ら
う

と
同
時
に
人
材
育
成
を
目
的
と
し
て
開

催
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
日
本
で
開
催

さ
れ
た
第
３
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

お
い
て
第
１
回
世
界
子
ど
も
水
フ
ォ
ー

ラ
ム
が
開
催
さ
れ
、
今
年
で
第
６
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
す
。
日
本
か
ら
は
、

前
述
の
Ｙ
Ｎ
Ｈ
Ｃ（
青
少
年
博
物
学
会
）

で
活
動
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が
唯
一

参
加
し
、
毎
回
そ
の
活
動
内
容
を
英
語

で
報
告
し
、
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
と

交
流
し
、
国
際
的
な
会
議
で
も
物
怖
じ

す
る
こ
と
な
く
自
ら
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

活
動
で
き
る
若
者
と
し
て
成
長
し
て
い

ま
す
。
今
年
の
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
世
界
水

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
も
３
人
の
若
者
た
ち
が

出
席
し
、
自
ら
の
活
動
内
容
を
報
告
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
筑
豊
炭
田
と
い
う
豊
か
な
果

実
を
は
ぐ
く
ん
だ
遠
賀
川
と
い
う
大
樹

が
、
今
な
お
滔と
う
と
う々

と
流
れ
、
人
づ
く
り

と
い
う
新
た
な
果
実
を
豊
か
に
実
ら
せ

て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
こ
の
世
界
に
羽
ば
た
く
子
ど
も

た
ち
の
姿
に
こ
そ
、
こ
の
ま
ち
の
未
来

が
あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

平成24年3月開催「第6回世界水フォーラムinフランス 
マルセイユ」

◆�

面
積　
　

61
・
76
㎢

◆�

人
口　
　

５
万
７
０
８
２
人

◆�

世
帯
数　

２
万
６
９
２
６
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
市
民
一
人
ひ
と
り
が
輝
き　

笑
顔
つ
な
が
る
ま
ち

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
緑
豊
か
な
福
智
山
と
南
北

に
流
れ
る
遠
賀
川
と
彦
山
川
に
代
表
さ
れ
る

美
し
い
自
然
に
恵
ま
れ
た
水
と
緑
が
あ
ふ
れ

る
ま
ち

〔
特
産
品
〕
成
金
饅
頭
、
米
粉
、
い
ち
ご
、

高
取
焼
、
焼
き
ス
パ
、
カ
レ
ー
焼
き
、
は
ち

み
つ
、
洋
ラ
ン
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

〔
観
光
〕
直
方
市
石
炭
記
念
館
、
直
方
レ
ト

ロ
地
区
、
福
智
山
ろ
く
花
公
園

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
の
お
が
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

フ
ェ
ア
（
４
月
）、の
お
が
た
夏
ま
つ
り
（
７

月
）、
の
お
が
た
産
業
ま
つ
り
（
10
〜
11
月
）

直方市長

壬生隆明

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
　人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

福岡市
直方市


